



































































































































































































　　 ［承題一句 :］承題は透發するなり。［承題二句 :］極めて分明にして，極めて高●なり。［承
題三句 :］なし（『文法小題濬靈秘書』初學破家格式・元四十五葉・「破承題式」条）。
題目 : 今之愚也詐而已矣（『論語』陽貨）単題








　　 ［承題一句 :］なし。［承題二句 :］なし。［承題三句 :］●●●●不含●（『文法小題濬靈秘書』
初學破家格式・元四十五葉・「破承題式」条）。
題目 : 仁親以為寶（『大學』傳第十章）単題







　　 ［承題一句 :］情に入りて便ち人を動かす。［承題二句 :］なし。［承題三句 :］なし（『文法
小題濬靈秘書』初學破家格式・元四十五葉～元四十六葉・「破承題式」条）。
題目 : 君子篤恭而天下平（『中庸』第二十三章第五節）単題




　　 ［承題一句 :］合承なり。［承題二句 :］なし。［承題三句 :］なし（『文法小題濬靈秘書』初
學破家格式・元四十六葉・「破承題式」条）。
題目 : 巧言令色（『論語』學而・陽貨）两扇題








　　 ［承題一句 :］反面なり。題の「仁」字を照らす。［承題二句 :］二句は正轉す。［承題三句 :］
なし（『文法小題濬靈秘書』初學破家格式・元四十六葉・「破承題式」条）。
題目 : 加之以師旅，因之以饑饉（『論語』先進）两扇題
























　　 ［承題一句 :］説き来り，又た●●●。［承題二句 :］なし。［承題三句 :］「思」字を煞す（『文
法小題濬靈秘書』初學破家格式・元四十六葉・「破承題式」条）。
題目 : 人不知而不愠（『論語』學而）两截題






























　　 ［承題一句 :］通翻す。［承題二句 :］なし。［承題三句 :］なし（『文法小題濬靈秘書』初學
破家格式・元四十六葉～元四十七葉・「破承題式」条）。
題目 : 仲尼日月也（『論語』子張）两截題










　　［承題一句 :］字字超脱す。［承題二句 :］なし。［承題三句 :］なし。
　　 （『文法小題濬靈秘書』初學破家格式・元四十七葉・「破承題式」条）。
題目 : 天下溺，援之以道（『孟子』離婁上）两截題


















































































　　 ［承題一句 :］●●●截上。［承題二句 :］なし。［承題三句 :］なし（『文法小題濬靈秘書』
初學破家格式・元四十七葉～元四十八葉・「破承題式」条）。
題目 : 如用之（『論語』先進）截下題















　　 ［承題一句 :］下の「如」を反照す。［承題二句 :］なし。［承題三句 :］正題なり（『文法小
題濬靈秘書』初學破家格式・元四十八葉・「破承題式」条）。
題目 : 雖孝子慈孫（『孟子』離婁上）截下題
















　　 ［承題一句 :］なし。［承題二句 :］合下而不侵●未●●●●。［承題三句 :］なし（『文法小
題濬靈秘書』初學破家格式・元四十八葉・「破承題式」条）。
題目 : 君子易事而難悦（『論語』子路）虚冒題









　　 ［承題一句 :］なし。［承題二句 :］なし。［承題三句 :］「君子」に着眼し，「小人」を照出す（『文
法小題濬靈秘書』初學破家格式・元四十八葉・「破承題式」条）。
題目 : 大學之道（『大學』經）虚冒題





　　 ［承題一句 :］此小學●●大學二●乃醒。［承題二句 :］なし。［承題三句 :］「之」字亦● （『文
法小題濬靈秘書』初學破家格式・元四十八葉・「破承題式」条）。
題目 : 是以謂之文也（『論語』公冶長）結上題


















　　 ［承題一句 :］なし。［承題二句 :］是以冒之●。［承題三句 :］勿●●●虚字●●●●，老
手に非ざれば●ならず（『文法小題濬靈秘書』初學破家格式・元四十八葉・「破承題式」条）。
題目 : 物有本末（『大學』經）結上題




　　 ［承題一句 :］順承なり。［承題二句 :］なし。［承題三句 :］●下（『文法小題濬靈秘書』初
學破家格式・元四十八葉～元四十九葉・「破承題式」条）。
題目 : 如此，然後可以為民父母（『孟子』梁惠王下）結上題































　　 ［承題一句 :］「器」字を承けて一筆す。［承題二句 :］「女器也」に还（還）す。［承題三句 :］
題意を●明にす（『文法小題濬靈秘書』初學破家格式・元四十九葉・「破承題式」条）。
題目 : 礼義由賢者出（『孟子』梁惠王下）口氣題















　　 ［承題一句 :］方●題●●●●●●●●●。［承題二句 :］なし。［承題三句 :］なし（『文法
小題濬靈秘書』初學破家格式・元四十九葉・「破承題式」条）。
題目 : 子張學干禄（『論語』爲政）記事題





































































































　　 古今人名の破法 :　 孔子は「聖人」と破
と
く。顔［子］・曾［子］・［子］思・孟［子］は「大賢」と破く。孟子は「亞聖」
と破く。［孟子については］則ち須らく題［目］を相
み
て之（「大賢」か「亞聖」）を用いるべし。閔子も亦た「大賢」
と破く。其の餘の孔子の弟子は倶に「賢者」と破く，或いは「賢人」と破く。兩賢　並び稱されれば，則ち「二
賢」と破く。数人なれば，則ち「群賢」と破く，或いは「諸賢」と破く。子路は或いは「勇士」と破く。曾
晢は或いは「狂士」と破く。其の餘の從者・小子・二三子は倶に「門人」と破く。孟子の弟子も亦た「門人」
と破く。堯は「唐帝」と破く。舜は「虞帝」と破く。堯・舜並び稱されれば，則ち「二帝」と破く，又た「古帝」
と破く。禹は「夏王」と破く。湯は「商王」と破く。文［王］・武［王］は「周王」と破く。三代並びに稱さ
れれば，則ち「三王」と破く。文［王］・武［王］並び稱されれば，則ち「二聖」と破く。伊尹・周公は「元聖」
と破く。伯夷・叔齊は「古聖」と破く。齊桓［公］・晋文［公］は「覇主」と破く。魯哀公は「魯君」と破く。
衞灵（靈）公は「衞君」と破く。齊景公は「齊君」と破く。戦国の齊・梁の諸々の君は，則ち「時君」と破く。
孔文子・公叔文子は倶に「衞大夫」と破く。子産は「鄭大夫」と破く。其の餘は各々註中の某国某大夫に依
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りて之を破く。三家・陽貨・王孫賈等は「權臣」と破く。儀封人・陳司敗・太宰等の凡そ官爵有る者は皆な「時
官」と破く。師冕・［大］師［の］摯・師曠等は「楽官」と破く。林放・微生髙は「魯人」と破く，亦た「時人」
と破く。微生畝・長沮・桀溺・荷簣・丈人等は倶に「隱士」と破く。楚狂［接輿］は「狂士」と破く。原壤・
告子・許行・夷之は則ち「異端」と破く。其の餘の君子・小人は則ち仍お「君子」・「小人」を以て之を破く。
註中に「人」と稱し・「民」と稱するは則ちを「人」・「民」以て之を破く。其の餘の一切の鳥獣草木器用等の
物は則ち倶に物字を以て之を破く。此れ皆な一定の法なり。錯乱す容（べか）らざる者なり。熟玩類推すれば，
破題の法　偹（備）備われり（『文法小題濬靈秘書』破題式・元四十葉～四十一葉）。
聖人 : 孔子
大賢 : 顔子・曾子・子思・孟子・閔子
亞聖 : 孟子。題目から「大賢」か「亞聖」のどちらを用いるか決める
賢者もしくは賢人 : 上記以外の孔子の弟子
兩賢 : 孔子の弟子二人を並列して指す時
羣賢・諸賢 : 孔子の弟子数人を指す時
勇士 : 子路
狂士 : 曾晢
門人 : 孔門の從者・小子・二三子と孟子の弟子
唐帝 : 堯
虞帝 : 舜
二帝 : 堯・舜を並べて指す時
古帝 : 堯・舜を並べて指す時
夏王 : 禹
商王 : 湯
周王 : 文王・武王
三王 : 三代を並べて指す時
二聖 : 文王・武王を並べて指す時
元聖 : 伊尹・周公
古聖 : 伯夷・叔齊
覇主 : 齊桓公・晉文公
魯君 : 魯哀公
衛君 : 衛靈公
齊君 : 齊景公
時君 : 戦国時代の齊・梁の諸々の君
衞大夫 : 孔文子・公叔文子
鄭大夫 : 子産
　その他は注で某国某大夫という表現にしたがう。
權臣 : 陽貨・王孫賈
時官 : 儀封人・陳司敗・太宰などのすべて官爵を有する者
樂官 : 師冕・［大］師［の］摯・師曠など
魯人・時人 : 林放・微生髙
隱士 : 微生畝・長沮・桀溺・荷簣・丈人など
狂士 : 楚狂［接輿］
異端 : 原壤・告子・許行・夷之
君子・小人 : 君子・小人とあるのにしたがう
人・民 : 注で「人」・「民」というのにしたがう
物 : 上記以外の鳥獣草木器用などの物
 （つづく）
